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スカウト静岡県連盟

山和雅様

公益財団法人ボ

事務局長 木

lp:成記 4年度日韓スカウト斑鍬針潤 日韓スカウトフォーラムヘ(J)

スカウト撒鵜について(お覆い〉

当連盟では、 日韓文化交流基金からの委託を受け、手成 25年 1月 10日から 23日までの 14日間

f平成 24 日韓スカウト交歓計画j を製紙要項の溜り関離することとなりました。

つきまして これらの一環として、 E本のスカウトとの交流を臣的としまして、 1月 12日から 1

413まで詩 カウトフォーラムを関穫しますので、粛県連盟内 iこご周知いただき、適格なスカウトを

下記の通り でに~Ij紙推薦用紙にでご推薦いただきたくお願い申し上げます。

また、より くのスカウト iこ国諜交流の機会合提供する為、渦去の本計画へ参加した経験のないスカ

ウトの〕 、します。

貴県連盟依頼内家事

日韓スカウトブ:<f'…ラムの参加者 2人の推薦:

①中学 2年生または中学 3年生のスカウト 1入

③高校生年代のベンチャースカウト 1入

フ;tーラム会場から遠方の北海道，東北ブロックと、筒東ブロックの県連盟から高校生年代のベンチャ…スカウトそ 

2入、それ誤外のブロックの県連翠からは中学生のスカウト l人と高校生のベンチャースカウト各 1人の推薦念お願

いしています。

対象者:・韓関スカウトと進んで英語で、意見交換したい意欲のあるスカウト

-世界のスカウト溜動に関心があるスカウト

・プログラム全日程に参加できるスカウト

(過去に「日韓スカウトフォーラムj または rs韓スカウト交掠プログラムj に参加し

たことがない者が望ましい)

欠員の補充: じた場合は、事業の昌的上、 ウトと人数をあわせるため、

よび近欝の県連盟で補充

接 薦 期  13: 平成 24年 11月 30日(金) 

i帯封資料: -平成 24年度目 カウト交歓計画事業基本構想(案)、日

.平成 24年度日 カウトフォーラム募集要項、フォーラム民

・平成 24年度日 カウトフォーラム参加'スカウトの推鶏舟紙

※推薦するスカウト より多い場合は、 コピ。ーしてご記

入ください。

この件に関するお関い合わせ

事務局冨捺蔀 τEL:03-5805-2568 FAX:03-5805-2908 E-mail:intl@scout.or.jp 
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公益財団法人ボーイスカウト日本連盟

平成24年度「日韓スカウト交歓計画〈韓国スカウト招腸)事業』


一難実施基本構想〈薬)
 
平成 24年 10月 12日

1.事業名称

平成 24年度 I訪韓スカウト交歓計酷(韓関スカウト招聴)事業j

(財)日韓文化交流基金事業正式各界:

アジア大洋掛端域及び北米地域との背少年交流(キズナ強化プロジェクト)日韓スカウト交流事業 

2.事護実施の経緯

平成 10年 10月の金大中韓国大統領訪日の際、金大統韻と小視Jp，益三総理大宮により署名され

た f共同笈言j及び附属の f行動計繭jに基づき、日韓関国の明日在強う中・高校生の交流促進

事業が外務省により平成 11年度より 10年間にわたって実擁されることになった。

小説j総理の提唱によるこの青少年交流事業は、 21 tま組の日韓を担っていく日韓陪顕の中学生、

高技生どうしの交読安保溝し、若い世伐の相互理解を探め、将来の罰韓関の富民的な友好協力関

係の基礎者強化すること者図的としてお号、民本政府の経費負担により r1 0年間で日韓の中高

生 1万人の究流を行う j とするもので 10年間、毎年 1000人の交流を艶すものである。外務

省ではこのうち 300人の交流について本連盟に麗開を訣頼することとし、殺る 700入につい

ては韓国中・高校生の日本への諺学旅行に対する支援とすることになった。

本連盟はこの依頼を受けて、 10年間部年 150人の韓臨中・高校生スカウトと事業実施に必

要な数の指導者を揺聴し、岡本側 150人の青少年との交流を困るプログラムを展開することに

なった。

この交流事業は外務省所管の(財)日韓文也交流基金が外務省より委託安受けている f日韓学

術文総青少年交流事業Jの一環として、 f日韓ボーイスカウト・ガーノレスカウト交捷事業j とし

て日韓中高校生交流事業の一つに詑龍づけられ実施されることに争った。このこと身受け、持韓

文化交読基金詰慰問法人ポ}イスカウト詩本連盟を実施団体として事業実雄委託を行い、間基金

から本連盟に経費が支出されることになった。

平成 19年 1月にフィリピン・セブ島で開催された第 2田東アジアサミット北おいて、安倍晋

三総理大臣から提唱された f東アジア青少年大交流携想Jによ号、新たに東アジア誇盟内の青少

年を対象としたは  1世紀東アジア背少年大交流計画 (JENESYSProgramme : Japan East剛 

Asia Network of Exchange for Students and Youths)が実擁されることとなったα この脊少年

交流事業は、東アジア締盟関の地域共有の将来ピジョン作りと fアジアの強聞な連帯j にしっか

ちとした土台を与え、青少年交流会通じた持互穂解の保護を留ることによりアジアでの良持な対

日感情の形成を促進する自的から、東アジア震脳会議参加閤 (ASEAN、中属、韓盤、インド、

豪州、ニュ…ジ…ランド)を中，むに、その後 5年間、毎年 6，000人程度の青少年を日本に扱

くというもので為る。

これな受け、過去 8年陪続けられてきた当交諸事業は、 r2 1敬和東アジア青少年大交流計割j

の一躍として新たに位寵づけられ、外務省所管の{財)詩韓文化~流基金が外務省より委託金受
け実施される f東アジア青少年交流事業jとして、段韓中高校生交流事業〈日韓ボーイスカウト・

芳、}ノレスカウト 3主流事業)として実施されることになった。これにより過去 8年薦問様、日韓文

化発流基金は財団法人ボ}イスカウト告本連盟安実施由捧として事業実施委託を行い、関義金か

ら本連盟に経費が支出されることになった。

平成 23年度に実施から 5年脅迫えた r2 1世紀東アジア青少年大交流計醒jは轄了すること

と立ったが、平成 23年 3月 11日iこ発生した東日本大震災後の日本に対する諸外国の理解毒?探

めるため、平成 24年度からアジア太平洋地域および北米地域との青少年交流事業「年ズナ強化

プロジェクト jが新たに実施されることとなり、このプロジニ氏クトの一環として、持韓スカウト

交流事業を継続することとなった。



成 11年度の毒事業については、男子スカウトのみでなく女子を含む揺轄事業として欲しいと
の韓顕教府の要望を受け入れ、韓国の男子中'高校生ポ}イスカウト 120入、女子中・高校生
ガーノレスカウト 30入の 150人と 24人の指導者を招轄し約 2，器開我が留に招き日本スカウ
トとの交流事業を爽擁した。実簸ぷあたっては、ボーイスカウト吉本連騒が幹事由枠となり、ガ
ーノレスカウト日本連盟にガールスカウト 30人と指導者 4入の受け入れを依頼した。話連盟は、
議こ隊のプログラムとして、第 8 四日本アグーナ y~ (全国障害スカウト大会)、大目玉・謡動各
連盟説 50詞年県野営大会への事加、間際ブオ}ラム、交流プログラム、ホ}ムステイを実擁
して大き令成県をあげた。

第 2年次iこあたる平成工 2年度は、本連盟でボ…イスカウト韓国連盟所屠の男女中・高校生ス
カウト 100入及び指導者 16入を受け入れ、ガーノレスカウト時本璃盟に中・高校生ガーノレスカ
ウト 50 人と指導者 5 人の受け入れを{衣頼した。~連盟で受吋入れる韓国スカウトについて誌 3
こ隊にわ汁、第 5回日本ベンチャー(主会場大去来)、新鴻連盟主催日本誇大会、兵庫県大会へ
それぞれ参加するとともに、間際スカウトブ*"~ラム、ホ}ムステイプログラム、学習プログラ
ムを実擁して大きな成果をあげた。

第 3年次にあたる平成 13年度は、平成 12年度開様、本連盟でボーイスカウト韓冨連盟所属
の弗女中・高校生スカウト 100人及び指導者 16人を受け入れ、ガーノレスカウト岡本連盟に
中・高校生ガ…ノレスカウト 50人と指導者 5入の受け入れを依頼した。当連盟で受け入れる韓国
スカウトについては 3こ離にわけ、千葉県大会、長野県大会、岐阜県大会へそれぞれ参加し、広
島市青少年野外活動センターで日韓スカウトフォーラムを開催するとともに、ホ}ムステイプロ
グラム、学習プログラムを実施して大きな成果令あげた。

第 4年次iζあたる平成 14年度は、平成 13年度開様、当連盟でボーイスカウト韓国連盟罪織
の男女中・高校生スカウト 100入寂び指導者 16人を受け入れ、コザーノレスカウト日本連躍に
中・高校生ガ}ノレスカウト 50人と指導者 5人の受け入れを信頼した。本連盟で受け入れる韓菌
スカウトについては 3こ隊にわけ、大桜市舞普Hスポ}ツアイランドで開犠した第 13匝器本(第 
23罰アジア太平洋〉ジャンポリーへそれぞ、れ森加し、神議)11県伊勢京市で畏韓スカウトフォー
ラムを関鑑するとともに、ホ}ムステイプログラム、学習プログラムに参加する機会を提供した。

第 5年次にあたる平成 15年度は、新型肺炎 (SARS)のJ践襲拡大状説を考慮し、実施持期
を夏季から冬季に延期し実擁した。事業内容は、当逮盟でボ}イスカウト韓国連盟所麗の男女
中・高校生スカウト 100人及び指導者 15人を受け入れ、自韓スカウトブ*"ーラムへの参加、
長野県内でのクインタースポ…ツ体験プログラム、京都・奈良での岡本文北紹分プログラム、関
西ブロックでのホ}ムステイプログラム等を行った。

第 6年次にあたる平成 16年震は、韓関スカウト連盟からの依頼に基づき、平成 15年度同犠
冬季に実擁した。事業内容は、当連盟でボ}イスカウト韓罷連盟薦議の男女中・高設さ伝スカウト 
100人及び指導者 16人骨受け入れ、自韓スカウトフォーラムへの参加、長野県内でのウイン
タ}スポーツ体験プログラム、京都・楽良での日本文化紹ブトプログラム、襲菌ブロックでのホー
ムステイプログラム等を持った。

第 7年次iζあたる平成 17年度は、韓彊スカウト連盟から弟女中高生スカウト 66人寂び指導
者 11入を受け入れ、千葉県大会・石川県大会への審加、大会議のホームステイ、日韓スカウト
フォーラムへの察担機会を提供できるよう手配を行った。

第 8年次にあたる平成 18年度は、平成 17年境問様、韓国スカウト連盟から男女中高生スカ
ウト 66人及び指導者 11人を受け入れ、石川県珠洲市で開催する第 14間日本ジャンボ、ジーへ
の参加、岳韓スカウトフォ…ラムへの議暴力日機会を提換できるよう手記を行った。

第 9年次にあたる平成 19年度は、韓関スカウト連盟所属の男女中・高校生スカウト 132人
及び指導者 21人を受け入れ、平成 16年疫同機冬季に実擁した。事業内容は、設韓スカウトフ
ォ…ラムへの参加、長野県内でのウインタ}スポ…ツ体験プログラム、京都・奈良での日本文化
路分プログラム、関西ブロックでのホ}ムステイプログラム等を行った。

第 10年次にあたる平成 20年度;土、韓国スカウト連盟所属の男女中・高校生スカウト 132
入及び指導者 21入を受け入れ、日韓スカウトフォーラム、長野柴内でのウインタースポーツ体
験、東京周辺での日本文化路介、関東ブロックでのホームステイ等を含めたプログラムを冬季に
実癒した。

第 11 ~手次 tとあたる平成 2 1年度培、韓罷スカウト連盟所属の男女中・高校生スカウト 132
入及び指導者 21人を受け入れ、日韓スカウトブ*"ーラム、

一2 



人及び指導者� 21入者受け入れ、自韓スカウトフ;t…ラムへの議長加、長野県内での自然体験活欝
プログラム、京都・燕良での関本文化縮分プログラム、鰐酉プロックでのホームステイプログラ
ム等を行った。

第� 13年次iとあたる平成23年度は、韓関スカウト連盟崩壊の男女中・高校生スカウト� 130
人及び指導者� 21人を受け入れ、千葉県成部市での交流プログラム、長野県内でのウインタ}ス
ポーツ、各地での関本文化見学、愛知連盟のスカウト家躍でのホ}ムステイ、� 45王宮震市内の学校
見学を実施した。

第� 14年次にあたる平成24年度は、締盟スカウト違麗所属の男女中・高校生スカウト� 90人
及び指導者10入を受け入れ、広島県での交流プログラム、東北地方の被災県を中むとした訪問
プログラム、各地での日本文化見学、関東地方近郊のスカウト家庭でのホームステイを実擁する
予定で為る。� 

3.平成24年度韓器スカウト招韓事案

マ� Better Understanding，Brighter World よりよき理解、明るい世界J

主要プログラム 中高技生年代のスカウトによる日韓スカウトフォーラム、日本の歴史・文化・経

務等に関する研諺、平和学習プログラム、スカウト家庭でのホ}ムステイ

指鴨期需

揺勝人 スカウト� 87入、指導者13人 合計 100入
 
スカウト� (2 9人X3こ隊) 87人
 
隊指導者� ( 4人X3こ隣十諒遺関長� 1人) 1 3人
 

議ま加資格 3こ践的うち、第� 1縁、第2践のスカウトについては、高校生のベンチャ}ス

カウト、第3騰は中学生のスカウトとする。

招鴨日韓:<日韓案> 


平成25年� 1月10日(木) 掠潰団3こ畿が福岡空港iこ誤i議¥開会式


会壌を見学し、広島燥に移動23WS J山口の(金)13 11 月1 

1月� 12呂(土)� 広島近郊見学後、自韓スカウトブオ}ラム

1月� 13日(自)� 日韓スカウトブオ}ラム

1月 14時〈月) 日韓スカウトフォーラム/終了後、東京へ移動

災害に関する講義者受講/終了後、東北へ移動(火)13 15 月1 
1月16日(本〉� J 1 CEの東北プログラムに参加� 

1月� 17詰〈木)� JICEの東北プログラムに審加� 

1月� 18自(金) JICEの東北プログラムに参加

/終了後、関東各県へ移動し、ホ…ムステイ

ホ}ムステイプログラム(土)13 19 月1 

1月� 20日(日)� ホ…ムステイ終了後、成田市内へ移動

1月21日(月}� 都内見学

1月� 22詰{火)� プログラムのまとめ/爵会式・歓送夕食会

1尭23日(水) 成田空機より婦問

笹本スカウト・指導者の参加	 13韓スカウトフオ}ラムi士、韓爵連盟と関数種度のスカウトの参加を

呼びかける。

実露経費 : 招韓参加者の渡説饗.� 13本間内諦在費および、日本スカウトのプログラム審加に要する

経紫、その組対象となる諸雑費は財団法人日韓文化交流基金から支出される委託金によ

り鍵施する。

以上

詰問1 4釘(水)23J)'"'-'1(木) 13 10 月1年25平成

。円




平成� 24年度目韓スカウト支敏計菌{韓堕ス方ウト招膳}日韓--'塞i

総隠参加翁� 100人 (3こ隊第 1隊指導務5人スカウト宗 9人、第2隊指導者4人スカウト 29入、第3隊指導者4人スカウト 29人〉

フォーラム参加国本スカウト� :94人〈各県連盟2人?、 フォーラムEPドスタッフ� :20人� 
2012.10.12.現議

月 日{曜} 場所 跡調 交趨 内容 宿泊� 

1月10日{木) 福福間岡市窓港内 {着〉 10:50 OZ-132 
で{航市窓内便東学は変の後更、あ楠り岡}描市同偽窓の漆ホ到テ着ル後!こ、向か寅切うハス

震切パス� 
15時議 華日禁後、犠賀市肉のホテルで日韓スカウト交歓針 福間市内の

富オリヱンテーション・障会式・歓滋夕食会 ホテル� 

2 1月11日(金} 福草岡島 〈発}� 281時時頃議
議切パス 賞切ハスで山口市関知学須きし、らら浜の� 23WSルJ会!こ

(着) 場および山口裏肉を晃 広島市内のホテ
向かう。� 

3 1月12日{土) 窓島� 08:00 貨切パス 午前中、に韓帰着関参〉加者は貸切バスで富島見予� (1 3 
13:00 時まで ホテル

1'J..予-)1，，'持。 14:00 E斡スカウトが� 1 4持法ではアステールプラザ広
法著書クラブ

広島
広島 島iこ到着し、� 2泊3日爵の日韓スカウトフ寸ーラ� (3J自)

ムを行う� 

4 oき13日(沼} 広島 終日、日本のスカウトと� a緯スカウトフ汐ーラム� 

5 1}毛 14臼(月) 広島 午前 日韓スカウトフォーラム会体会議開会式� 

11:30頃 新幹線等 く悶本スカウト> 国立
会場発 オリンピック記念

rJ;.島〈発〉 13:44 く韓国スカウト> 背少年
東京〈渚)� 17:33 成島駅へ移動し栗東へ向かう� e 窺切パスiこでオ 総合センター

リンンピックセンターに移動しチェックイン� 

6 1月15a(火〉 d予言言 賞場パス
{{午午前後)〉 東災警北地に方関へす移る講動義、華をIJ着受講後盤情パスにて仙東京{発〉 墨頃 新幹線等

東北〈着) 夕方 台市内のホテルiこ向かう。日本題欝協力セン9- 東北地方の施設� 
(J I CE)の東北ブログラム!こ参加� 

7 i汚16a (7]<) 東北地方 終段、� J I C Eの東北プログラムに参揺
東北地方の語数� 

s 1月17a(木) !東北地方 終日、� JICEの葉北プログラムに参加

東北地方の施股� 

9 11118ac金} 東北{発〉 午前 新幹線 東北地{方以か降ら神奈111県内のホームステイ先へ移動
東家{着) する ホームステイ)
神奈JII(着) 午後 実切パス 神奈IJIの

スカウト家臨で� 
10 1月19a{土) 袴奈川県内 ホ…ムステイプログラム ホームステイ� 

(2 }a) 

11 1湾20悶〈百} 神N奈Y iCii(発} 午前 ホームステタイセプンログラム終了
(着〉 午後 オリンピッ ターに集会

欝立� 
12 1月21日(月) 東京跡内 終日 糞切パス 東京都舟箆学 オリンピック記愈

青少年
総合センター� 

13 11122日(火〉� NYC オリ。ンピ悶韓ックセンターに針て塵ブ期ロクラムのまと金め会を� 
(3;良)

行う スカウト交歓 会式、歓送タ� 

14 1月23a (7]<) ホテル(発〉� 08:30 貸切パス チェックアウト後、重切パスで羽田~港iこ移動す 

/
羽回按藩(滞)� 10:00 る
羽宙空港{発〉� 12:05 OZ1015 

空務帰国の途へ
(航按穫は変更あり)



FRIENDSHIP 	 平成24年度日韓スカウト交歓計菌� 
PIミOGRAM鍛E

E韓スカウトフォーラム

参加者募集要項

KSA-SAJ 	
2舎12/2013SAJ幽� KSAScout Forum 

置

場

置 

平成� 11年愛から外務省所管の財団法人R韓文化交読基金が詞省より委託をうけ、本連盟が委

託接聞してきた� f日韓スカウト交歓計盤事業Jを、本年度は平成25年� 1月� 10自(木)から� 1
月� 23日{水}までの� 14時間、韓菌スカウト連盟からスカウト� 87入指導者� 13人を我が国に

招轄し実施する。

この議事業の一環として、� 1月12詞(ごりから� 14日明)までの� 2ie3日間、日本のスカウ

トとの交流を関的として中高生年代のスカウトを対象に「よちよ合理解・明るい世界J'"'"'Betterト

じnderstanding，Brighter World "-'安基本テーマとした担韓スカウトフォ…ラムを開催する。 

1.8詩・場所

平成� 25年� 1月� 12日 (土) 1 3待"-'lA14日 (月) 1 3時� 2泊� 3詩関� 
( 1) 集合� 1月� 12日(土)� 1 3持受付広動市アステーノレプラザ集合� 

(2) 会場 広島市アステーノレプラザ


住所:〒730-0812広島県広島市中広加古町4-17
 
TEL : 082-244-8000 FAX: 082-246-5808 

http://www.cf.city.hiroshima.jp/naka-cs/i吋� ex.html 

(3)解散� 1月� 14日(月)� 1 1時� 30分頃広島駅にて解散� 

2 テーマ� 

fよりよき理解・明るい世界J.........Better Understanding，Brighter Wor1d"-'J 

3.居的

1.関捺理解と審加者同士の友{警の促進� 

2.参加国間で情報と経験を共有して、スカウトプログラムを有意義にする� 

3.委主加間関の理解を探める� 

4.参加対象

・中学2年生以上、高校3年生以下のボーイスカウトまたはベンチャ}スカウト

・韓国スカウトと進んで交流をする意欲のあるスカウト

-世界のスカウトi麗動に関心がある者

・プログラム全開程に参加出来るスカウトで、康開として過去に	 f訴韓スカウトフォーラムj に

参加したことがない者が翠ましい。� 

5募集人数

全国から� 94入(韓国から詔轄する参加スカウトと向数、� 87人以上)

(内訳)CD中学� 2年生または中学3年生のスカウト� 32人(最大}

②高校生年代のベンチャ…スカヴト� 6 2人(最大)

・各都道府県から高校主主年代のベンチャースカウト� 1入を合めた合計� 2人の募集を行う 0

・参加人数が満たない場合は、フォーラム開催地および近隣の県連盟で諦援をする。� 

6.日穏

交読プログラムは7J1J衰の長程表を慕本として行われる。� 

1/2 
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7.経 費�  

(1)ブヌfーラム会場までの旅費

交通費は日本連盟の規定に基づき参加者の最寄り駅より開擢地への役護をお日会場

で支給する。� S糧費鎮罵!三質み閉鍾iiー聞笠恵]が感聾)� 
(2)参加期間中の描泊と食事

権治は� lJ11213から� 1JI 1 4院の� 2治を日本連騒が負担する。

食事は� 1月� 12関の夕食から� 1月� 14践の朝食までお本連盟が負担する。� 

8.持ち物

(工)鰻ム器援i麗自主豆L、筆記用具、洗園用具、着替え、健綾f呆険証(または本し)� 

(2)その他期罰中に必要k患われるもの� 

9 服装

スカウト正装� 

10.申込期限

(1)県連盟への申し込み

(2) 自本連盟への撞薦

平成� 24年

平成� 24年� 1 

月

1月� 30詩� 

日� 

11.その他

・アォーラム期間中は必要に応じて韓国語の同時通訳または濡次通訳が手配される。少人数グ

ノレーブで持う文記会では、進行内容に応じた手院を?行う。

(溜訳無しの英語による交流を行うグループも鱗戒するe遺言R無しのグノレ}プへの参加を希聾するスカウトは、推薦

用紙の記入額に明記する)

・参加スカウトは、議暴力5が決まった後に送付される連絡文書に従い、交読プログラムへの事前

準繍を行う。

以 上

漉年度の捧子� 
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平成24年度目韓スカウトフォーラム日程(2012年10月12日現在東)� 

18昌� DAY 1 

1F.112日(土)� Sat. 12 Jan 

韓盟スカウト j日本スカウト� 
06:00 鋪蟻“・・..抽...・・・・・・・開野崎、令企...‘4・輔 4臨海司..正請，.....u.幽岨幽・・・..・9・陣4・u..盆量� 06:00 

07:00 07:00 

勝臨スカウト� iま� 

08:00 欝� Eきより会場権� 08:00 
ia.オリヱンテー
ションまでは窓� 

09:00 
島近鰐箆学� 

09:00 

10:00 10:00 

11:00 11:00 

日本スタッフ集
合・き?合せ� 

12:00 12:00 

日:集合� 
13:00 

ホテル帰着後� 
13:00 

会場移懇� 

14:00 
日:オリヱンテー� 

14:00 
韓:オリヱンテー シ沼ン

ション� 

15:00 15:00 
開会式(向〉� 

16:00 16:00 
15:45-16:45導入セッシ箔ン〈爵〉� 

17念。� 17:00 

麗~!J集会
〈自己紹介・仲間づくり)� 

18:00 18:00 
鰻諮集会

ホテルiこ移動・チェックイン� 
19:00- 19:00 

夕食

日韓指導者打合せ� 
20鯛� 00 20:00 

スタッフ会穣� 

21:00 21:00 

22:00 22:00 

、"' 咽"時金蓋�  .- . .， ‘牽糟 1'A!>..1.幽 a

2日誌� DAY 2 3日目� DAY3 

1F.113日(臼)� Sun. 13 Jan 1月148(月) Mon. 14 Jan 

韓態スカウト� i 8本スカウト
調............青島勘助削剛‘.............UH.....・.....u司配置冒"事司.......・....� 06:00 

議床・洗面幽清掃 起床� a洗欝・清掃

朝食� 07:00 載食網チェックアウト

(朝礼) 

08:00 韓:荷物覆込 日;荷物移動

会場移譲主平和範愈資料館箆学
(移動時騎含む) 

09:00 

全体発表会� 

10:00 (休憩を含む)(降)

全体会{爵〉
フォーラム閉会(胃〉� 

11:00 
移設準機

分科会(遂〉
広島製へ向けて貸切パスにて移動� 

12:00 
韓:新幹線にて

昼 食 東京へ向けて� 8:解散� 

13:00 
出銭

リ� 
14:00 

ダ

分科会(避) プ� 15:00 
ロ
ダ
フ� 16:00 
ム� 

17:00 

交歓夕食会{護)� 18:00 

1容:00

擦問集会� 

20:00 
盟議会議

スタ� '";Jフ会議、ホテルに移動� 
21:00 

22:00 

・幽」ー~幽

※(需〉…開精通訳(臼・韓〉
※〈逐)…避次通訳� 



主主成主f明� 11月一日五三金u峰三
公益財出法人ボ…イスカウト日本連望
事 務 局 長 木 村 公 一行�  平成� 24年 月 関
FAX: 03 -5 805 -2 908 

ボーイスカウト 連盟

理事長 四

平成24年度目韓スカウト交歓計額
日韓スカウトアォ…ラム拳加スカクトの推薦

平成� 25年1月� 12自(企)から� 14日 (月)までの 2拍� 3日開、工広島県広島宗で関{議する� f平成� 

24年度日韓スカウト交歓計額j について、次のとおり回答します。

記

中学生のスカウトー一入、高校生のベンチャースカウト一一人を換鳶します
臼 残念ながら推薦できません

氏 名:

フリガナ:

整議番母:

盈願

刊

一
傾
倒

学校名; 学年: 年齢:� 

訴属: 第 間 燐役務

住所:(苧 ) 

鐘話番場: FAX番号:

本人の携帯電話:� 

Eメール:

最寄ち釈:(J豆・私歎) 線 駅

瀧級状況:平成� 24年一一一一…月一一一一首現在 意取得済

援英語に関する調査〈必ずご記入ください。分科会グノレ}プ分けの参考となりますJ 
S分科会における通訳なしの英語ディスカッションを

口希望する 口希望しない 己どちらでもよい

号英語の理解度{あてはまる項目の数字な丸で盟んで下さい。)

1.会話に開題なく、自分の意五容を十分立伝えることが出来る(英語でヂイスカッションできる)� 

2.基本的な日常会話で意思疎通はできる(英語でのディスカッションはやや難〉� 

3.多少の手助けがあれば会話をすることができる(自己紹介ができる〉� 

4.喬単な英語品分かるが、会話iこ辻自信がない{あいさつはできる)

議韓掴語iと関する能力等について〈持かあればお議事きください)


